
 

  

 

 認知症対策について。 
2025 年問題がクローズアップさ
れている。課題や認識について
見解はどうか。 

 団塊の世代が後期高齢者に到達す

る事、三条市では平成 33 年に 65 歳以

上がピークとなり、高齢化率３２・３％に

なる。生産年齢人口は減少することを

考えると少なくとも 74 歳まで現役で頑

張って頂くことが寛容と考える。 

 高齢者の社会参加の促進などの取

組みを通じながら施策を展開して行き

たいと考える 

 当市の認知症施策について、
さんちゃん健康体操や認知症サ
ポーター講座の状況はどうか。 

 健康体操は、延べ参加者数は、3 万

5,525 人で計画を上回っている。 

 サポーター養成講座は、平成20年度

から実施して 6,709 人が受講し、計画

値を上回っている。声かけ訓練も継続

し行きたいと考えている。 

高齢ドライバーの死亡事故が
相次いでいる。事故防止の取組
みはどう考えているのか見解を
伺う。 

 靴ステッカーによる見守り事業
の状況はどうか。 

 

 靴ステッカーは、申請後 1 週間程度

で交付している。日常的に地域の中で

見守られながら安心して暮らしていける

趣旨と併せて、認知症に対する市民の

理解を深めて行くための取組みを進め

ていきたいと考える。 
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のざき正志・定例会一般質問より 
１２月 
定例会 

「現場からの声、皆様からの声をカタチに変えて行きます。」皆様よりの声にしっかり対応してまい

ります。 気軽にご相談を下さい。  三条市議会議員 のざき正志 携帯080‐9804‐9371 

 ホームページはこちら http:/www.komei.or.jp/km/sanjo-nozaki-masashi/ 
 

 高齢者運転による交通事故数は、56

件発生し、全世代の交通事故 216 件の

うち２５・５％である。 

 戸別訪問や健康体操の機会を捉えて

交通安全に対する啓発を行っている。

パンフレットやチラシの配布を通じて高

齢ドライバーによる交通事故防止に努

めている。 

のざき正志通信（公明） KOMEITO  ４１ No.

 地域の声でカーブミラーを設置(下坂井地内）   虐待防止オレンジリボン街頭（弥彦村にて）

 


